
大
規
模
木
造
の
明
る
い
未
来

　
住
宅
着
工
件
数
が
年
間
80
万
戸
前
後
に
と

ど
ま
る
昨
今
。
そ
ん
な
閉
塞
状
況
を
打
破
す

る
1
つ
の
可
能
性
と
し
て
俄
然
、
注
目
を
集

つ
つ
あ
る
の
が
公
共
建
築
物
だ
。
政
策
的
な

後
押
し
も
追
い
風
に
受
け
﹇
※
1
﹈、
今
後
、

大
規
模
木
造
建
築
物
が
業
界
牽
引
の
一
翼
を

担
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
ん
な
な
か
、

最
近
建
替
え
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
高
齢

者
向
け
の
介
護
施
設
。
高
齢
者
の
心
身
を
温

か
く
包
み
込
み
、
快
適
な
生
活
を
支
え
ら
れ

る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
ぬ
く
も
り
に
満
ち

た
木
造
で
あ
ろ
う
。

　
住
宅
設
計
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
松
本
設
計
は
、
大

規
模
木
造
建
築
物
の
設
計
を
積
極
的
に
手
が

け
て
い
る
。
計
画
上
の
ポ
リ
シ
ー
は
、「
住

宅
に
も
使
用
で
き
る
汎
用
材
を
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
設
計
に
よ
り
う
ま
く
使
い
こ
な
す
こ

と
」（
同
社
会
長
・
松
本
照
夫
氏
）。
大
断
面

集
成
材
な
ど
を
用
い
る
手
法
で
は
、
汎
用
性

に
乏
し
い
。
特
殊
な
工
法
に
は
、
地
場
の
工

務
店
な
ど
は
対
応
で
き
な
い
。
松
本
氏
の
発

言
の
背
景
に
は
、
そ
ん
な
現
実
を
ふ
ま
え
た

営
業
戦
略
が
う
か
が
え
る
。
翻
れ
ば
、
大
規

模
木
造
建
築
物
の
汎
用
工
法
を
手
中
に
す
れ

ば
、
木
造
住
宅
を
手
が
け
て
き
た
設
計
者
・

施
工
者
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
大
い

に
広
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
だ
。

　「
医
療
法
人
社
団 

と
き
わ
会 

介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
」
も
、
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ

ト
に
も
と
づ
い
た
、
2
×
4
工
法
に
よ
る
大

規
模
木
造
建
築
物
﹇
※
2
﹈。
2
×
4
工
法

に
適
す
る
汎
用
的
な
S
P
F
材
の
ほ
か
、
建

物
の
外
周
を
固
め
る
た
め
の
O
S
B
（
構
造

用
パ
ネ
ル
）、
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
の
集
成
材
を
採

用
し
た
。
食
堂
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
特
徴
的

で
あ
る
。
一
般
的
に
食
堂
な
ど
の
共
用
部
分

問合せ先：カナダツガ・パートナー協会　03-5401-0536、当プロジェクトに関する問合せ先：松本設計　042-574-0285

※1：2010年には「公共建築物における木材の利用の促進に関する法律（平成22年法律第 36号）」が策定された

※ 2：施設は、2012年 3月末に廃止される介護療養病床を老人保健施設などに転換する「療養病床転換支援」（2008年）という施策にもとづいている

［医療法人社団　ときわ会　介護付有料老人ホーム］（仮称）　所在地　千葉県松戸市　竣工　2012 年 3 月　設計　松本設計　　
敷地面積　5586.00㎡　建築面積　2177.30㎡ 延床面積　3984.60㎡　構造　木造（2 × 4）・耐火構造、基礎　布基礎

カナダ産構造材を採用した
100居室の次世代介護施設

CANADA TSUGA Designers Project 
# 医療法人社団 ときわ会 介護付き有料老人ホーム（松本設計）

は
、
大
断
面
集
成
材
を
用
い
て
ス
パ
ン
を
大

き
く
飛
ば
し
、
開
放
的
な
大
空
間
と
す
る
こ

と
が
多
い
が
、
今
回
は
食
堂
を
あ
え
て
大
空

間
と
は
せ
ず
、
テ
ー
ブ
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

工
夫
し
て
窮
屈
感
を
解
消
し
た
。「
技
術
的

に
は
、
住
宅
用
資
材
で
の
大
ス
パ
ン
も
、
十

分
可
能
で
す
。
今
後
は
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」（
松
本
氏
）。

　
木
造
で
大
規
模
建
築
物
を
設
計
す
る
場
合

に
大
き
な
問
題
と
な
る
の
が
、
設
備
配
管
の

引
き
回
し
で
あ
る
。
戸
建
住
宅
と
は
異
な
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り
、
設
備
配
管
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
格
段
に
増

え
る
た
め
、
相
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
と
き
、
配
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

目
的
と
し
た
主
要
構
造
部
や
基
礎
へ
の
ス
リ

ー
ブ
貫
通
は
、
建
物
の
耐
力
を
低
下
さ
せ
る

の
で
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
は
な
い
。
今
回
の

設
計
で
は
、
①
1
階
天
井
懐
を
二
重
天
井
に

よ
り
確
保
し
、
②
配
管
の
引
回
し
が
難
し
い

ベ
タ
基
礎
で
は
な
く
布
基
礎
と
し
た
。

　
建
物
は
2
0
1
2
年
3
月
の
竣
工
予
定
。

「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
構
造
用
合
板
調

達
の
問
題
が
浮
上
し
た
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
ツ

ガ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
協
会
が
全
面
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
、
安
定
し
た
価
格
で
O
S
B
を

入
手
で
き
た
。
竣
工
を
来
年
3
月
と
で
き
た

大
き
な
要
因
に
な
っ
た
」（
松
本
氏
）。

　
松
本
設
計
で
は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
引
合
い
も
強
く
、
こ
の
物
件
以
外
に
も
数

多
く
の
案
件
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
に

は
も
ち
ろ
ん
、
在
来
軸
組
構
法
に
よ
る
大
規

模
木
造
建
築
物
も
控
え
る
。
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
の

出
番
は
ま
す
ま
す
増
え
そ
う
だ
。

84,175

82,3554,687

5,
97
4

32
,5
32
.5

7,
28
0

13
,8
77
.5

11
,3
75

5,
30
0

27,755 21,385 33,215 5,000

73,255
21,385 22,295 41,75029,575

10,920

EXP.J

Ａ棟

Ｂ棟

N

特殊浴室

厨房 事務室

食堂
EV
EV

介護居室１６床 介護居室１６床

介護居室１５床

駐車場1

駐車場2

ポ
ー
チ 主要な出入口 平置駐車場

平置駐車場

汎用的な材料を用いた食堂部分。大断面集成材を
用いた場合は、大空間とする場合が多いが、この
場合はスパンを大きく飛ばしていない。テーブル
のレイアウトなどで窮屈感を解消している

Ａ棟とＢ棟の間は、屋根までを含め、
エキスパンションジョイントで分離
した。これは、地震時における偏心
を低減するためである

安定した強度が得られる、主にアス
ぺン材（カナダ産）のOSBで十分な
耐震性能を確保した。80m超におよ
ぶ外壁全面に設置している

図1　汎用性の高い材料を用いた木造介護施設（1階平面図、S＝1:1000）図2　設備配管の設計ポイント（矩計図、Ｓ＝1：600）

図３　介護施設の完成イメージ
病
床
転
換
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
木
造
耐
火
構
造
（
2
×
4

工
法
）
に
よ
る
介
護
施
設
。
100
居
室
の
大
規
模
建
築
物
で
あ

る
。
2
0
1
2
年
3
月
竣
工
の
予
定

10
2.5

（床下面耐火被覆）
下張り強化石膏ボード㋐21
上張り強化石膏ボード㋐15

2重天井：不燃クロス
張り仕上げ

壁：不燃クロス張り仕上げ
（外壁屋内側耐火被覆）
下地：強化石膏ボード㋐21
　　　アルミ箔㋐0.05
　　　強化石膏ボード㋐15
　　　OSB㋐9

下張り強化石膏ボード㋐15
（屋根裏面側耐火被覆）
上張り強化石膏ボード㋐12.5

屋根：ガルバリウム鋼板㋐0.4（不燃）
（屋根上面側耐火被覆）

外壁：窯業系サイディング
㋐16（外壁屋外側耐火被覆）
下地：ALC㋐35
　　　胴縁45×9
　　　防水紙
　　　OSB㋐9
　　　断熱材：
　　　ロックウール
　　　30㎏/㎥

居室Ｂ

居室Ｂ
2重天井：不燃クロス
張り仕上げ

壁：不燃クロス張り仕上げ
（外壁屋内側耐火被覆）
下地：強化石膏ボード㋐21
　　　アルミ箔㋐0.05
　　　強化石膏ボード㋐15
　　　OSB㋐9

カーテンBOX仕上げ
（天井に同じ）
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床：長尺シート張り仕上げ
下地：アンダーレイシート
（床上面耐火被覆）
　　　強化石膏ボード㋐15
　　　アルミ箔㋐0.05（W＝100）
　　　強化石膏ボード㋐21
　　　構造用合板㋐12

C
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＝
2,
40
0

C
H
＝
2,
40
0

床：長尺シート張り仕上げ
下地：アンダーレイシート
土間コンクリート
断熱材
防湿シート
砕石

1階の天井懐を二
重天井により確保
し、このスペース
に設備配管を引き
回している

居室入口ま
ぐさには、
カナダツガ
90×140集
成材120Eを
採用

基礎部分はベタ基礎では
なく布基礎とした。耐圧
版がないことで設備配管
の引き回しが容易になる

汎
用
材
に
よ
る
介
護
施
設
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